
文
書
と
題
銭
軸

（報
と口要
こ

は
じ
め
に

右
に
掲
げ
た
題
目
は
、
二
〇
〇
二
年
七
月
の
木
簡
学
会
但
馬
特
別
研
究
集
会

に
お
い
て
筆
者
が
行
な
っ
た
報
告
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
但
馬
地
域
に
お
い
て
、

国
府
関
連
遺
跡
か
ら
題
箋
軸
が
多
数
出
土
し
た
こ
と
に
因
み
、
こ
れ
を
木
簡
研

究
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『木
簡
研
究
』
誌
の
通
例
で
は
、
こ
こ
に
は
報
告
に
基
づ
く
論
考
を
掲
載
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
資
料
整
理
等
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
別

の
機
会
に
論
文
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
で
、
実
行
委
員
会
な
ら
び
に
編
集
部
の

諒
解
を
得
る
に
至

っ
た
。
そ
こ
で
、
今
号
で
は
、
当
日
の
報
告
で
ふ
れ
得
た
範

囲
に
限
つ
て
、
発
表
資
料
と
し
て
提
示
し
た
論
点
を
梗
概
と
し
て
示
す
こ
と
で
、

研
究
会
の
記
録
と
い
う
目
的
を
最
低
限
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

杉

本

樹

一
、
資
料

の
所
在
と
研
究

の
現
状

Ａ
　
伝
世
品

古
代
の
題
鏡
軸
の
事
例
は
、
東
大
寺

・
正
倉
院
に
関
連
の
文
書
に
由
来
す
る
。

し
た
が
っ
て
写
経
所
関
係

。
宝
庫
出
納
関
係

。
造
営
関
係
の
も
の
が
中
心
と
な

る
。
正
倉
院
文
書
に
関
連
す
る
現
物
の
調
査
は
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
に
よ
つ

て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
調
査
事
例
は

一
部
分
に
止
ま
り
、
手
法
も
現
在
の

段
階
か
ら
す
れ
ば
不
十
分
で
あ
る
。

事
例
は
三
百
数
十
点

（当
日
の
報
告
で
は
、　
一
覧
表
形
式
に
ま
と
め
た
暫
定
版
を

提
示
。
こ
こ
で
は
省
略
し
た
）。
文
書
と
と
も
に
成
巻
さ
れ
て
い
る
も
の

（中
倉
１６

続
修
・
中
倉
１７
続
修
後
集

。
中
倉
１８
続
修
別
集

・
中
倉
２０
続
々
修
）
と
分
離
し
て
い

る
も
の

（中
倉
２２
往
来
）
に
分
か
れ
る
。
ほ
か
に
東
南
院
吉
文
書

（中
倉
１４
）

に
棒
軸
木
口
墨
書
の
事
例
が
あ
る
。

Ｂ
　
出
土
品

出
土
例
は
、
都
城
跡

・
地
方
官
衡
跡

・
寺
院
跡
が
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
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の
背
後
に
紙
の
文
書
の
存
在
を
示
唆
し
、
中
央
官
衛

。
国
衛
行
政
な
ど
に
つ
い

て
う
か
が
う
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。　
一
方
、
廃
棄
と
い
う
事
実
か
ら
入
っ
て
い

か
ざ
る
を
得
ず
，
機
能
論
に
追
る
の
が
困
難
と
い
う
制
約
も
あ
る
。
事
例
は
、

報
告
の
時
点
で
百
数
十
点
を
か
ぞ
え
た
が
、
こ
れ
は

「木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（奈
良
文
化
財
研
究
所
）

。

『木
簡
研
究
』
誌
上
の
検
索
お
よ
び
個
人
的
な
教
示

を
類
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
の
う
ち
往
来
と
Ｂ
の
う
ち
地
方
官
衛
関

連
遺
跡
出
土
品
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
先
行
研
究
と
し
て
北
條
朝
彦

「古
代

の
題
鎖
軸
」
（皆
川
完
一
編

『古
代
中
世
史
料
学
研
究
』
上
、　
一
九
九
八
）、
木
簡
を

素
材
に
国

・
郡
の
文
書
行
政
の
実
態
を
究
明
し
た
論
考
と
し
て
加
藤
友
康

「国

・
郡
の
行
政
と
木
簡
」
令
木
簡
研
究
』
一
五
、　
一
九
九
一こ
、
但
馬
地
域
の
木

簡
に
つ
い
て
の
資
料
整
理
と
概
観
を
お
こ
な
っ
た
業
績
と
し
て
寺
崎
保
広

「出

土
資
料
か
ら
み
た
国
府
の
研
究
―
但
馬
国
府
を
例
と
し
て
」
（科
研
費
成
果
報
告

書
，
一
一〇
〇
こ

等
が
あ
り
、
こ
の
報
告
で
も
資
料
収
集
の
段
階
か
ら
参
照
し

た
。
今
後
、
探
索
の
範
囲
拡
大
、
精
度
向
上
に
と
も
な
う
大
幅
な
事
例
増
加
が

見
込
ま
れ
る

（Ａ
表
と
同
様
）。

一
一　
木
簡
研
究

の
な
か
の
題
鉄
軸

こ
こ
で
は
、
木
簡
研
究
の
な
か
で
、
題
鉄
軸
に
注
目
す
る
こ
と
の
意
義
を
考

え
て
み
た
。

ま
ず
、
型
式
と
い
う
観
点
か
ら
。
木
簡
の
形
態
を
示
す
形
式
番
号
で
は
、
題

箋
軸
は
、
冥
一型
式

（用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
）
に
分
類
さ
れ

る
。
つ
ぎ
に
、
奈
文
研

「木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
内
容
分
類
の
項
目
が
あ

り
、
題
鎖
軸
に
関
連
す
る
品
は
、
Ｄ

題
箋
　
Ｙ

用
途
明
瞭
な
木
製
品

（軸
）

の
マ
ー
ク
が
つ
く
場
合
が
あ
る
。
両
者
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
例
え
ば
墨

書
の
な
い
題
鉄
軸
な
ど
も
、
文
字
を
使

っ
て
行
な
う
し
ご
と
と
の
関
連
に
お
い

て
、
検
討
の
対
象
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
視
点
の
重
要
性
は
、

木
簡
学
会
の
発
足
に
先
立
つ
、
岸
俊
男

「木
簡
研
究
の
課
題
」
盆
宮
都
と
木
簡
』、

一
九
七
六
）
が
い
ち
早
く
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
ブ
た
。

次
に
、
伝
世
品
と
出
土
品
の
洸
方
が
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
も
っ
て
存
在

す
る
点
は
、
他
種
の
木
簡
と
比
べ
て
見
落
と
せ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
正
倉
院
文

書
の
伝
来
と
い
う
あ
る
意
味
で
偶
然
の
理
由
に
よ
る
と
は
言
え
、　
一
つ
し
か
な

い
、
と
、
二
つ
あ
る
、
の
差
は
大
き
い
。
単
純
な
比
較
の
ほ
か
、
両
者
の
間
仕

切
り
を
取
り
払

っ
て
共
通
の
レ
ベ
ル
で
考
え
た
り
、
加
減
乗
除
の
可
能
性
が
拓

か
れ
る
。
例
示
す
れ
ば
、
機
能
論
／
廃
棄
論
、
保
管
さ
れ
た
も
の
／
捨
て
ら
れ

た
も
の
、
現
業
部
門
／
事
務
部
門
、
中
央
／
地
方
、
官
衡
／
寺
院
、
等
々
で
あ

′つ
。次

に
、
文
字
通
り

「木
と
紙
の
接
点
」
で
あ
る
こ
と
。
「木
と
紙
」
と
い
う

古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
に
直
結
す
る
。
同
時
に
、
そ
の
向
こ
う
岸
で
あ
る
正
倉

院
文
書
研
究
と
の
間
の
協
業
に
は
、
大
き
な
実
り
が
期
待
さ
れ
る
。



〓
一　
形
態

の
観
察

議
論
の
前
提
と
な
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
統

一
的
な
共
通
形
式
に

よ
る
デ
ー
タ
化
を
行
な
い
、
場
合
場
合
で
の

「普
通
の
」
状
態
を
押
さ
え
た
上

で
、
個
々
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
観
察
項
目
と

着
目
点
を
試
案
と
し
て
提
示
す
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
伝
世
品
の
デ
ー
タ
に

つ
い
て
槻
観
し
た
結
果
を
示
す
。

【
寸
法
】
全
体
の
長
さ
は
、
完
形
で
三
二
―
四
七
伽

（棒
軸
の
場
合
は
三
〇
・
一

±
一三

・
五
↓
。
題
鎖
長
さ
は
、
三

・
五
―

一
〇

・
四
銅
、
幅

一
・
三
―
四

・

○
伽
。
厚
さ
は
○

・
ニ
ー

一
・
四
五
釦

（棒
軸
の
径
は
一
・
四
―
二
・
四
ｃｍ
）。
題

鎖
部
分
が
軸
部
よ
り
薄
い
場
合
で
も
、
両
者
が
接
す
る
頸
部
で
は
段
差
が
な
く

題
鎖
上
部
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
厚
み
を
減
じ
る
例
が
多
い
。

【
材
質

・
木
取
り
】
ス
ギ
板
目
材
が
多
数
派
か
。
柾
目
材
も
珍
し
く
な
い
。
ヒ

ノ
キ
材
の
例
は
多
く
な
い
。
ヒ
ノ
キ
を
使
う
場
合
は
、
柾
目
使
い
の
比
率
が
ス

ギ
ー
柾
目
の
組
み
合
わ
せ
よ
り
増
す
よ
う
で
あ
る

（要
精
査
）。
材
の
本

・
末
の

関
係
が
、
題
鎖
軸
の
上
下
と

一
致
す
る
例
が
多
い
か
。

【
製
作
技
法
】
小
板
材
か
ら
ス
タ
ー
ト
か
。
頭
部
上
辺
に
キ
リ
オ
リ
の
痕
跡
が

見
え
る
例
が
あ
る
。
つ
い
で
頭
部
の
下
に
刃
を
入
れ
て
軸
部
を
作
り
出
し
、
細

部
に
調
整
を
加
え
て
完
成
す
る
。
山
中
章

「考
古
資
料
と
し
て
の
木
簡
」
翁
木

簡
研
究
』

一
四
、　
一
九
九
二
）
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
細
や
か
な
観
察
が
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
伝
世
品
の
場
合
、
精
査
す
れ
ば
同
材
関
係
が
明
ら
か
に
な

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
木
簡
の
転
用
も
普
通
に
行
な
わ
れ
た
が
、
製
作

の
難
易
度
は
高
く
な
い
の
で
、
転
用
へ
の
依
存
度
を
過
大
に
評
価
し
な
く
て
よ

い
。　
一
方
で
入
念
な
製
作
も
あ
り
、
要
は
気
合
い
の
入
れ
方
次
第
で
あ
ろ
う
。

【
題
幾
部
の
形
状
】
全
体
と
し
て
は
長
方
形
で
、
末
広

・
先
す
ば
ま
り
の
変
化

形
が
あ
る
。
平

（ひ
ら
）
は
中
心
よ
り
縁
が
薄
く
、
甲
応
の
傾
向
が
見
ら
れ
る

が
、
調
整
の
た
め
の
刀
の
入
り
具
合
で

「し
や
く
り
」
風
に
狭
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
削
り
の
方
向
は
、
逆
目
を
避
け
る
意
識
が
あ
る
か
。
上
端
は
長
方
形
の
平

ら
な
辺
を
残
す
ほ
か
、
圭
頭

・
弾
頭

。
丸
め

・
花
形
の
装
飾
的
な
方
向
の
仕
上

げ
も
あ
る
。
ま
た
上
辺
の
エ
ッ
ジ
を
天
削
げ
風
に
面
取
り
す
る
こ
と
も
あ
る

谷両
面
・
片
面
）。
軸
部
に
入
る
顎
の
部
分
は
、
水
平
に
近
く
エ
ラ
が
張
っ
た
も

の
か
ら
急
角
度
に
尖

っ
た
も
の
ま
で
多
様
。

【
軸
部
の
形
状
】
切
り
っ
放
し
の
鋭
い
稜
角
を
残
す
例
は
見
ら
れ
ず
、
削
り
に

よ
っ
て
糸
面
取
り

。
九
め
の
調
整
を
行
な
う
。
下
端
の
処
理
も
同
様
で
、
木
口

に
緩
や
か
な
稜
を
と
る
例
が
多
い
。

【
断
面
形
状
】
頭
部

・
軸
部
を
通
じ
て
、
元
の
板
の
状
態
を
残
す
も
の
か
ら
、

軸
が
九
棒
に
近
い
も
の
ま
で
幅
が
あ
る
。
折
哀
的
な
形
と
し
て
、
頭
部
は
板
の

面
影
を
残
し
、
軸
は
丁
寧
に
丸
め
る
と
い
う
例
も
あ
る
。

【
紙
端
の
状
態
】
貼
継
の
相
手
方
で
あ
る
紙
の
端

・
天
地
の
処
理
。
軸
付
け
の

位
置
に
よ
っ
て
頸
長

。
猪
首
の
差
が
出
る
。
糊
代
の
状
態

・
糊
の
種
類
。

以
上
の
総
合
と
し
て
、
個
々
の
、
ま
た
群
と
し
て
の

「個
性
」
が
生
じ
る
。
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例
え
ば
、
長
さ

（全
長
・
題
鏡
長
）
で
は
、
天
平
宝
字
八
年
の
大
般
若
経
や

一

千
四
百
巻
経
、
幅
で
は
五
月

一
日
経
、
厚
さ
で
は

一
千
四
百
巻
経
が
印
象
に
残

る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
形
の
変
化
に
よ
っ
て
識
別
を
行
な
お

う
と
い
う
意
識
、
あ
る
い
は
同

一
写
経
事
業
の
題
鎖
を
統

一
し
よ
う
と
い
う
意

識
が
ど
こ
ま
で
徹
底
し
た
も
の
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
今
度
は
不
十
分
な
と
こ

ろ
が
際
立

っ
て
く
る
。
そ
も
そ
も
選
択
の
幅
が
狭
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
題

鎖
軸
の
特
徴
と
し
て
、
形
態
上
の
不
自
然
さ
が
あ
る
。
頭
で
っ
か
ち
で
巻
き
に

く
く
、
折
れ
や
す
い
う
え
、
書
記
面
は
狭
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
次
に
書

か
れ
た
内
容
に
目
を
移
そ
う
。

四

記

載

内

容

題
鎖
軸
で
ま
ず
前
提
と
な
る
の
が
、
狭
い
書
記
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
最
大
で

ど
れ
ほ
ど
の
字
数
が
書
か
れ
る
か
、
標
語
風
に
ま
と
め
る
と
、
「
１
行
１２
字

・

３
行

・
全
体
２０
字
」
以
下
、
と
言
え
よ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
大
多
数
を
占
め
る
の

は
、
も
っ
と
少
な
い
字
数
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
い
て
い
く
と
、
下
の
方

は
紙
の
下
に
潜

っ
て
し
ま
う
こ
と
を
予
想
し
て
、
足
元
に
ゆ
と
り
を
と
ろ
う
と

す
る
意
識
も
見
ら
れ
る
。
狭
さ
の
打
開
策
と
し
て
、
本
端

（側
面
）
の
利
用
も

工
夫
さ
れ
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
記
さ
な
い
、
と
い
う
基
本
姿
勢
が

自
ず
と
窺
わ
れ
る
。
記
載
は
、
そ
れ
が
機
能
す
る
場
に
依
存
す
る
。
こ
の
意
味

で
題
鎖
軸
は
ま
こ
と
に

「公
文
」
的
で
あ
り
、
同
じ
木
簡
で
も
、
付
札
が
書
式

の
制
約
を
受
け
て
、
分
か
り
切
っ
た
こ
と
ま
で
敢
え
て
繰
り
返
す
、
と
い
う
の

と
対
照
的
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
そ
の
対
偶
と
し
て
、
「記
し
て
あ
る
こ
と
」
は

「書
か
な
く
て
は
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
」
と
も
言
え
る
。

各
事
例
を
、
記
載
内
容

（要
素
）
か
ら
見
て
い
く
と
、
①
帳
簿
名

・
内
容
、

②
年
代

（始
期

。
期
間
。
年
度
）、
③
写
経
事
業
名
、
④
倉
庫
名
、
⑤
官
司
名

。

国

（郡
郷
）
名
な
ど
が
あ
る
。
①
は
正
倉
院
の
出
納
検
定
文
書
の
例
。
⑤
は
東

南
院
古
文
書
や
都
城
出
土
の

「国
解
」
「諸
司
解
」
、
地
方
官
衛
遺
跡
の
郡
郷
名

の
例
が
あ
る
。
写
経
所
関
係
の
も
の
に
は
、
⑤
は
な
い
。
全
体
を
通
じ
、
状

況

・
場

（通
用
の
範
囲
）
依
存
と
い
う
先
の
原
則
が
確
認
で
き
る
。

つ
ぎ
に
記
載
方
式
で
は
、
①
両
Ａ
面

（表
裏
同
文
…
多
数
派
）
タ
イ
プ
、
②
ト

グ
ル

（ど
ち
ら
の
面
か
ら
先
に
読
ん
で
も
通
じ
る
）
タ
イ
プ
、
③
表
↓
裏
の
一
方
通

行
タ
イ
プ
、
の
三
つ
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
②
は
題
鉄
の
特
徴

（原
則
片
面
完

結
）
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ス
ペ
ー
ス
の
無
駄
遣
い
と
見
え
る
①
が
多
い
こ
と

は
注
目
さ
れ
る
。

記
入
は
墨
に
よ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
は
、
後
筆
で
朱
書

・

刻
書
が
使
わ
れ
た
例
が
あ
り
、
ま
た
無
文
字
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
筆
蹟
に
つ
い
て
は
、
同
筆
／
異
筆

一
同
時
筆
／
異
時
筆
と
い
う
観
点
で
、

個
別
事
例
の
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。



五
　
機

し
ヒ
ム
Ｈ
Ｈ

こ
こ
で
は
、
題
鉄
の
機
能
面
に
つ
い
て
述
べ
る
。
題
鎖
の
第

一
の
効
用
と
い

え
ば
、
ま
ず

「捜
し
や
す
さ
」
と
い
う
点
に
指
を
屈
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
形

態
上
の
難
点
は
、
転
じ
て
利
点
と
な
る
。
頭

一
つ
上
に
飛
び
出
し
て
い
る
こ
と

で
、
巻
い
て
あ
っ
て
も
展
開
し
て
も
、
記
載
が
文
書
の
欄
外
に
掲
出
さ
れ
る
。

両
面
に
同
文
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
、
ひ
つ
く
り
返
し
て
裏
面
を
確
か
め
る
手
間

さ
え
無
い
。
「形
に
よ
る
識
別
」
を
ど
こ
ま
で
強
調
し
て
よ
い
か
は
既
述
の
通

り
や
や
躊
躇
い
が
残
る
が
、
こ
れ
も
あ
る
局
面
で
は
有
効
で
あ
っ
た
と
解
し
た

い
。
文
書
の
天
地
と
、
題
箋
の
文
字
の
天
地
は
方
向
を

一
に
す
る
か
ら
、
棚
に

積
み
重
ね
て
あ
る
中
か
ら
目
当
て
の
巻
を
探
す
と
い
う
よ
り

（手
前
に
題
鉄
が

出
っ
張
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
天
地
さ
か
さ
ま
の
文
字
で
探
さ
ね

ば
な
ら
な
い
）、
櫃
内
に
バ
ラ
積
み
に
な
っ
た
公
文
を
、
上
か
ら
覗
き
込
ん
で
探

す
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
写
経
所
の

「公
文
第
五
櫃
」
翁
大
日

本
古
文
書
』
九
上
一一四
五
頁
）
に
は
、
料
紙

・
筆

。
墨

・
経
典
と
と
も
に
公
文
を

収
納
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
と
き
表
裏
同
文
の
タ
イ
ト
ル
は

μ
控
上
つ
。

次
に
、
題
箋
軸
の
用
途
に
つ
い
て
考
え
る
。
正
倉
院
文
書
の
姿
を
知
る
ひ
と

に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
軸
の
付
く
位
置
に
は
、
左
軸
と
右
軸
の
二

種
類
が
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
何
か
。
そ
も
そ
も
題
銭
軸
の
機
能
は
、
同
じ
軸

の
仲
間
で
あ
る
棒
軸
と
、
ど
こ
が
共
通
で
、
ど
こ
が
違
う
の
か
。

ま
ず
、
巻
物
状
に
な
っ
た
紙
に
軸
を
付
け
る
際
の
、
共
通
原
則
に
つ
い
て
。

①
書
記
の
方
向
は
右
か
ら
左

へ
と
進
む
。
②
最
後
ま
で
開
か
な
い
と
軸
は
見
え

な
い
。
こ
れ
は
軸
の
種
類
や
軸
付
け
位
置
の
左
右
を
問
わ
な
い
。

こ
こ
か
ら
予
想
さ
れ
る
の
は
、
右
軸

・
左
軸
の
特
徴
は
、
鏡
像
で
は
な
く
非

対
称
の
形
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
右
に
題
鎖
軸
、
右
に
棒
軸
、
左
に

題
鎖
軸
、
左
に
棒
軸
、
の
四
つ
の
場
合
分
け
を
行
な
い
、
①
巻
子
自
体
の
生
長

方
向

（生
長
点
Ｖ
に
着
目
す
る
）、
②
巻
子
の
生
長
要
因

（貼
継
ぎ
／
書
継
ぎ
）、
③

生
長
の
頻
度

（短
く
頻
繁
／
間
を
お
い
て
ま
と
ま
つ
た
分
量
）、
④
生
長
後
の
参
照

利
用
な
ど
の
観
点
か
ら
比
較
検
討
し
た
。

当
日
の
報
告
で
用
意
し
た
例
証
は
、
①
食
口
案

。
公
文
案

。
継
文
そ
の
他
多

数
の
よ
う
に
、
記
録
に
重
点
を
置
く
も
の
、
あ
る
い
は
日
次
式
な
ど
時
系
列
の

意
識
が
強
い
も
の
に
は
右
軸
、
②
手
実

・
告
朔
案
な
ど
の
よ
う
に
、
受
取

・
保

管

・
参
照
に
重
点
を
置
き
、
「某
月
分
」
の
よ
う
な
同
時
性
を
意
識
し
た
固
ま

り
を
保
持
す
る
と
き
に
は
左
軸
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る

結
論
は
、
文
書

・
帳
簿
の
種
類
ご
と
に
、
右
軸

・
左
軸
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
応

じ
た
適
切
な
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
途
中
か
ら

は
説
明
に
難
渋
し
た
。

因
み
に
、
題
鎖
軸
と
の
対
比
で
言
え
ば
、
棒
軸
は
、
生
長
点
を
止
め
る
形
で

付
き
、
起
点
側
の
表
紙
と
あ
わ
せ
て
内
容
を
封
ず
る
役
目
を
果
た
す
。
内
容
が

不
増
不
減
不
変
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
完
成
形
で
あ
る
こ
と
と
同
義



文書と題鉄軸

で
あ
る
。
棒
軸
木
国
の
墨
書
が
都
城
の
出
土
例
に
顕
者
な
こ
と
の
説
明
と
し
て
、

旧
稿
で
は
、
折
れ
や
す
い
題
鎖
軸
が
主
に
官
司
内
備
用
文
書
に
用
い
ら
れ
た
こ

と
の
対
比
で
、
輸
送
運
搬
の
便
を
挙
げ
た

（「律
令
制
公
文
書
の
基
礎
的
観
察
」、

『日
本
古
代
文
書
の
研
究
』、
二
〇
〇
こ
。
し
か
し
、
よ
り
本
質
的
な
点
で
、
地

方
で
完
成
し
た
も
の
を
中
央
に
進
上
す
る
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
当
然
の
帰
結

が
棒
軸
の
使
用
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

機
能
と
い
う
点
で
は
、
ほ
か
に
題
鎖
軸
が
い
つ
書
か
れ
、
付
け
ら
れ
る
の
か
、

と
い
う
問
題
も
あ
る
。
無
文
字
題
鎖
の
付
く
文
書
や
、
軸
の
付
け
替
え
の
可
能

性
、
さ
ら
に
題
銭
自
体
が
両
面
を

一
次

。
二
次
と
利
用
し
た
事
例
を
紹
介
し
、

軸
の
左
右
自
体
、
固
定
的
に
考
え
す
ぎ
る
の
は
危
険
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し

た
。

一ハ
　
発
生

・
起
源
論

題
鎖
軸
の
実
例
で
、
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
は
天
平
期
以
降
に
属
す
る
。
都

城
出
土
の
木
口
墨
書
棒
軸
は
、
こ
れ
よ
り
古
い
例
が
あ
る
が
、
平
城
遷
都
以
前

に
遡
る
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
報
告
時
点
で
中
国
大
陸

。
朝
鮮
半

島
で
の
出
土
例
も
管
見
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
資
料
の

時
間

・
空
間
的
分
布
状
況
は
、
今
後
の
変
動
が
見
込
ま
れ
、
「
い
つ
」
「ど
こ

で
」
と
い
う
設
間
に
は
具
体
的
な
答
を
用
意
し
に
く
い
。
文
字

・
書
記
技
術
が

一
つ
の
文
化
と
し
て
移
動
す
れ
ば
、
そ
れ
に
付
随
し
て
、
題
鎖
軸
が

「発
明
」

さ
れ
る
可
能
性
は
、
「
い
つ
。
ど
こ
で
で
も
」
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
代
わ
っ

て
こ
こ
で
は
、
題
鎖
軸
が
何
に
由
来
す
る
か
、
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
考
え
て

み
た
い
。

第

一
に
、
紙
を
巻
き
取
る
と
い
う
機
能
か
ら
、
巻
子
に
付
く
軸
と
の
関
連
を

探
る
必
要
が
あ
る
。
巻
子
の
軸
に
鉄

・
牌
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
札
を
結
わ
え
付

け
、
挿
架

（平
ら
に
棚
に
置
く
）
し
た
状
態
で
捜
し
や
す
く
す
る
工
夫
は
、
中
国

に
起
源
を
持
ち
、
日
本
で
も
伝
聖
徳
太
子
筆
三
経
義
疏
の
牙
鎖
，
正
倉
院
の
経

峡
牌
な
ど
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た

（福
山
敏
男

「長
岡
宮
跡
出
土
木
牌
の

「人
物
志
三
巻
と
、
『中
国
建
築
と
金
石
文
の
研
究
』
著
作
集
六
、　
一
九
八
三
。
東
野
治

之

「長
岡
宮
跡
出
土

「人
物
志
」
木
牌
贅
語
」、
『日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』、　
一
九
八

一こ
。
た
だ
し
、
こ
の
鉄

・
牌
が
軸
本
体
と
合
体
し
た
と
す
る
考
え
は
採
り
に

く
い
。
巻
子
本
と
題
鏡
軸
の
付
く
よ
う
な
文
書

・
帳
簿
類
と
は
、
前
節
に
み
た

よ
う
に
、
完
成
形

・
未
完
成
形
と
い
う
差
が
あ
り
、
軸
の
機
能
自
体
が
異
な
っ

て
い
る
ほ
う
を
重
視
し
た
い
。

第
二
に
、
古
代
中
国
の
冊
書
に
付
さ
れ
た
見
出
し
の
小
札
で
あ
る

「箋
」
と

の
関
連

（以
下
、
冊
書
の
形
態
と
機
能
に
つ
い
て
は
、
井
上
亘

「冊
書
の
書
誌
学
的
考

察
」
翁
古
代
文
化
』
五
四
十
三
、
二
〇
〇
二
、
参
照
）。
第

一
の
鎖

。
牌
も
、
ル
ー

ツ
を
遡
れ
ば
同
じ
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
可
能
性
も
あ
る
。
「箋
」
が
題
鎖
軸
の

祖
先
と
い
う
想
定
は
、
そ
れ
な
り
に
有
力
と
思
う
が
、
冊
書
そ
の
も
の
が
木
製

の
ふ
だ
を
編
み
連
ね
た
形
で
あ
る
間
は
、
軸
に
相
当
す
る
部
分
は
嵩
張
る
ば
か

り
で
無
用
で
あ
る
。
現
存
例
の
よ
う
な
形
に
な
る
前
提
に
は
、
紙
の
使
用
が
あ



っ
た
と
推
測
す
る
。

第
三
に
、
「案
Ｈ
保
管
技
術
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
よ
う
。
井
上
氏
の
指
摘

す
る
冊
書
の

「付
篇
」
と
い
う
視
点
が
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
た
公
式
令
全

案
成
条

令
凡
案
成
者
。
具
条
納
目
。
目
皆
案
軸
。
書
其
上
端
云
。
某
年
其
月
其
司
納

案
日
，と
）
が
題
銭
軸
を
念
頭
に
置
い
て
撰
文
さ
れ
た
も
の
か
、
唐
令
で
は
対
応

す
る
内
容
が
ど
ん
な
表
現
だ
っ
た
か
、
な
ど
気
に
な
る
部
分
が
多
い
。

七
　
廃
棄
と
伝
来

題
鉄
軸
の
、
書
記
面
が
狭
く
特
殊
な
形
状
は
、
そ
こ
か
ら
次
の
用
途
に
転
じ

る
途
を
考
し
く
狭
め
て
い
る
。
再
利
用
す
る
な
ら
同
じ
題
鉄
軸
だ
が
、
現
存
例

を
見
る
限
り
、
削
り
直
し
の
痕
跡
は
顕
著
で
な
い
。
無
文
字
題
鉄
の
出
土
例
か

ら
、
「作
り
お
き
」
の
存
在
も
示
唆
さ
れ
る
。
新
た
に
作
る
ほ
う
が
早
く
て
具

合
が
よ
い
と
な
れ
ば
、
再
利
用
へ
の
熱
意
も
冷
め
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
総
じ

て
、
題
幾
軸
は
、
「行
き
止
ま
り
」
の
形
態
で
あ
り
、
次
の
検
討
は
、
廃
棄
と

伝
来
の
問
題
へ
と
移
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
泉
隆
雄
氏
に
よ
れ
ば

「
（作
成
か
ら
廃
棄
ま
で
）
題
銭
軸
は
…
数
年
に
お
よ

ぶ
こ
と
が
あ
る
」
令
文
書
木
簡
は
い
つ
廃
棄
さ
れ
る
か
」、
『木
簡
研
究
』

一
六
、　
一

九
九
四
）。
こ
の
指
摘
を
、
単
な
る
保
存
年
限
で
は
な
く
、
作
成

・
使
用
期
間

が
年
を
超
え
る
こ
と
も
織
り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
、
と
い
う
意
味
に
読
み
た
い
。

例
え
ば
、
題
鎖
軸
の
記
載
で
、
「十
年
」
と
あ
れ
ば
、
そ
の
事
業
の
実
施
年
度

を
示
す
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
並
ん
で

「十
年
十
月
十
日
」
と
、
そ
の
内
容

た
る
事
業
の
始
点
を
示
す
表
現
も
頻
出
す
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
題
鎖
軸
の

付
く
よ
う
な
種
類
の
文
書

・
帳
簿
は
、
必
ず
し
も
終
わ
り
が
明
確
で
な
い
。
常

に
、
追
加

・
追
記
に
よ
る
更
新
や
参
照
の
可
能
性
を
残
し
、
未
完
成
の
状
態
が

ず
っ
と
続
く
。
こ
の
種
の
も
の
は
、
全
体
を
そ
っ
く
り
清
書
し
て
用
が
済
む
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
「使
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
」
が

「事
実
上
の
終
わ
り
」

で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
伝
来
し
た
の
が
正
倉
院
文
書
で
あ
っ
た
。
保
存

へ
の
明
確

な
意
志
と
い
う
の
と
は
少
し
異
な
る
。

廃
棄
の
場
合
も
、
題
鏡
軸
と
紙
の
部
分
を
分
け
て
考
え
て
ね
ば
な
ら
な
い
。

紙
は
再
利
用
、
題
鎖
軸
は
廃
棄
、
と

「分
別
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
不
要
Ｈ
廃
棄
、
と
い
う
等
式
が
正
し
く
と
も
、
た
か
が
題
鎖
軸
、
す
ぐ

処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
邪
魔
な
も
の
と
も
思
え
な
い
。
但
馬
国
府
に

関
連
す
る
深
田
遺
跡
か
ら
の
大
量
出
土
例
を
み
て
も
、
い
っ
た
ん
ど
こ
か
に
集

め
た
う
え
で
、
と
い
う
の
が
自
然
な
や
り
方
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
大
掃
除
の

際
、　
一
括
廃
棄
な
い
し
焼
却
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
報
告
の
な
か
で
十

分
な
証
明
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
が
、
正
倉
院
の
事
例
に
は
、
そ
れ
を
示
す
も
の

が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

最
後
に
、
中
世
以
降
の
題
鏡
軸
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
古
文
書
学

で
は

「鉄
」
の
用
語
で
説
明
さ
れ
る
の
が
通
例
で
、
相
田
二
郎

『日
本
の
古
文

書
』
で
は
、
「鎖
は
奈
良
時
代
の
も
の
が
正
倉
院
文
書
の
中
に
あ
り
、
室
町
時

代
の
中
頃
迄
用
ひ
ら
れ
た
。
其
例
は
東
寺
等
の
文
書
の
中
に
あ
る
。
将
棋
の
駒



形
若
く
は
尖
頭
四
角
の
如
き
数
種
の
型
式
に
分
か
れ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。
実
例

は
、
寺
院
文
書
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
時
期
が
下
る
と
、
用
途
が
、
訴
訟

・
行

政
処
分
の
記
録
、
手
継
券
文
な
ど
に
絞
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
近
世
の
者

述
で
は
、
青
木
教
書

（昆
陽
）
『昆
陽
浸
録
』
、
近
藤
守
重

『牙
鎖
考
』
な
ど
に

言
及
が
あ
る
。

文書と題鎖軸
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